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1年生の英語をわれわれはどう変革したか？
辻 昌　宏
1．はじめに
　経営学部の英語・新カリキュラムが導入されて，一年が過ぎようとしている。この新カリキュラ
ムがどのような意図で，どんなプロセスを経て導入されたのか？
　また，なぜ，このようなカリキュラムの改革，変革が必要であったのか？　カリキュラムの変化
は，英語教育に対する趣味の違いではなく，大学をとりまく社会，さらに世界の大変化の中に位置
づけることが出来ると考えている。
　本稿では，カリキュラム変革の背景を述び，旧カリキュラムの特徴と限界，新カリキュラムの特
徴と課題を述べるが，新カリキュラムの中では特に1年生の必修課目である英語1（スピーキング），
英語2（リスニング）を中心に話をすすめる。
序に代わるナヴィゲーション
以下，順にお読みくだされば，幸甚でありまするが，興味のありそうなところだけ読んでみたい
という方のため，御案内つかまつりまする。
以下Q1から問いにお答えください。
　　Q1．新カリキュラムの背景に興味がおありですか。
　　　　Yesの方は，1．新カリキュラムの必要性へお進みください。
　　　　Noの方はQ2へどうぞ。
　Q2．　旧カリキュラムとの比較に関心がおありですか？
　　　　Yesの方は，皿．経営学部旧カリキュラムの英語へお進みください。
　　　　Noの方はQ3へどうぞ。
　Q3．新カリキュラムの全般的な特徴をお知りになりたいですか？
　　　　Yesの方は，　V．新カリキュラムの特徴へお進みください。
　　　　Noの方は，　Q　4へどうぞ。
　Q4．　Video　Englishについて関心がおありですか？
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　　　Yesの方は，　W．　Video　Englishについてにお進みください。
　　　Noの方は，　Q　5へどうぞ。
Q5．新カリキュラムについて，何か問題点がありはしないかとお考えですか？
　　　Yesの方は皿．新カリキュラムの課題へお進みください。
　　　Noの方は，　Q　1～Q　4を見直し，すべてがNoであることを確認し（もしYesがあれば
　　　指示にしたがって下さい），本稿を終了してください。ご協力ありがとうございました。
1．新カリキュラムの必要性 時代の変化
　新カリキュラムが必要になったのは，一言でいえば，時代が変わったからだ。
　僕が明治大学に赴任したのは，1988年であったと思う。そこからが，世の中バブル・エコノミー
に踊った時代である。学生は，青田刈りで，どんどん一流企業に就職が決まり，大学で何を学んで
きたのかがあまり問われぬ時代であった。（バブル期入社の社員が，いまや会社のお荷物扱いされ
ているというのだから，皮肉といえば皮肉である。マーケットというものはすべてそうであるが，
労働市場の声，ニーズは決して万能ではないことがわかる。社会の要請，ニーズには謙虚に耳を傾
けねばならないが，それは絶対的なものでなく，極端から極端に振れやすいこともまた，肝に銘じ
ておかねばなるまい。）
　90年代バブルがはじけ，「いわゆる失われた10年」が経過し，大学をとりまく社会，企業の状
況は大きく変わった。
　日本の社会をとりまく世界の状況が変わったのだ，といった方が正確であろう。
　1989年ベルリンの壁崩壊，1991年ソ連崩壊という2大事件は，予想も出来ない速さで，世界地
図を塗り替えていった。
　おそらく，日本の経営者，政治家，官僚も，その意味するところを把握できずに呆然と眺めてい
たのである。僕自身も，とてつもない大変化が起こりつつあるということは理解できたものの，だ
から世界がどう変わるのかは知りようがなかった。つまり，それまでのパラダイム，思考の枠組み
の前提となるものが，崩れ去っていったのだし，そのことの含意が読み解けなかったのである。
　90年代を振り返ってみれば，バブル・エコノミーがはじけ，土地・株といった資産の猛烈な下
落（これは個々の土地とか企業というレベルではなく，一国の経済に深刻な打撃を与えるものであっ
たのは，言うまでもない）を経験した。90年代の前半では，そうは言うものの，そのうちまた土
地の値段が上がるのではないかという半信半疑の気分があったのに対し，90年代後半になると，
これは不可逆的なプロセスであって，根源的な変革が必要なのだという認識が共有されるようになっ
たと思う。
　何故，こんなことを書いているのか，と思われる向きもあるかもしれないが，日本を取り巻く世
界が変わったから，日本の社会，あるいは日本の企業が変わらざるを得ないのであるし，さらには，
日本の大学のあり方，ひいては英語のカリキュラムが変わらざるを得ないのだと，僕は考えている
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のである。
　では，より直接的に，英語カリキュラムと関係する世界情勢の変化とは何か？
　（1）冷戦の終結にともない，資本主義の土俵でプレイするプレイヤーが増加したこと。具体的に
　　は，東欧諸国や中国であるが，これらの国では，低廉な労働力が供給されるため，日本を含む
　　先進国はどんどん工場進出を進めた。日本企業が，海外に工場進出を進めた際，現地の人々と
　　コミュニケーションをとる場合，理論上は，3つぐらいのケースが考えられるであろう。①現
　　地の人が日本語を話す。②日本人が現地の言葉を話す。③どちらの言葉でもない言語を共通語
　　として用いる。①と②が十分に進まない場合③となるが，現在の世界情勢では，英語がアジア
　　をも含めてもっとも現実な選択肢となっている。英語の必要性が，一般のサラリーマンの間に
　　高まったのは，こうした生産拠点の海外移転が背景にあることは明らかだ。
　②　（1）と密接に絡んでいるが，経済および情報のグローバル化。生産拠点を移すだけでなく，日
　　本で生産している場合でも部品はどこで作っているのか。また，逆に海外の工場に日本の部品
　　メーカーが部品を供給することもある。堺屋太一氏が言うように，場合によっては，企画や広
　　告はAの国，部品はB国やC国から集め，組み立てはD国でなどという各工程ごとの分業も
　　なされている。こうした国境を越えて複雑にからみあった経済行為が遂行されるさいに，共通
　　語となるべき言語が必要とされるのは容易に予想される。
　（3）最後ではあるが，重要なのが日本経済および通貨「円」のプレゼンスの低下である。バブル
　　経済華やかなりし頃は，アジアおよび欧米の人々がこれからは日本語を学ぼうとしている，と
　　いう気配があった。ところが，日本経済は90年代ずっと停滞し，円もまったく国際通貨にな
　　ろうとしなかった，そのための基盤整備もなされなかったものだから，日本および円のプレゼ
　　ンスは国際政治，国際経済において低下していったのだ。国際通貨へのパスポートを手に入れ
　　たのは，むしろユーロであった，と言ってよいだろう。当然であるが，日本経済や通貨「円」
　　の存在感が薄くなれば，言語「日本語」だけが国際的に流通することは非常に考えにくい。
　こうして，日本語がアジアはおろか，世界中に知られる機会を得ぬままに，むしろ日本発の恐慌
が起こりはせぬかと懸念される国になってしまったのであった。
H．道具としての英語
　1で述べたように，日本の経済のプレゼンスが低下していく中で，経済，情報のグローバル化が
進行し，コミュニケーションの道具としての英語の重要性は，増加したのである。経営学部の学生
にとって，将来を考えると，職業上の都合で英語を使わねばならぬ可能性が大きくなったのである。
しかも，他国の人々が日本語を学んでくれそうな可能性は，日本へやってくる留学生の増加など貴
重な例外を除くと，小さくなってきたと考えられるのである。
　とすると，コミュニケーションの道具としての英語をこれまでわが学部の学生たちは学んできた
のだろうか，ということが問題になる。答えは，イエスであり，ノーでもある。
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歯切れが悪いが，これまでの1，2年生がどう英語を学んできたのかをざっと見ておこう。
皿．経営学部旧カリキュラムの英語
　英語のカリキュラムを考えるときだけでなくて，教室で行う授業はたいていそうなのであるが，
1クラスの人数が何人であるかは極めて重要な要素である。そしてまた，それが変更可能であるの
かどうかも。
　語学の教師にとっては常識であるのに，最近まで必ずしも学部の教員全体に共有されていなかっ
たことは，語学にとってクラス・サイズが極めて重要なファクターだということだ。
　旧カリキュラムの時には，英語だけでなく，初修外国語（むかしは第二外国語と言っておりまし
たな）のクラスでも，1クラスが40～50人は当たり前のことだった。この人数では，会話的なこ
とは極めてやり難い。町の語学学校では，1クラスは10名前後である。つまり，教育にどれだけ
の資源（人および時間）を投入するか，という観点からすれば，つい最近まで，ほとんどの大学で
は，英語および語学教育に手厚く資源を投入しようというコンセンサスは成立していなかったので
ある。
　そういう与えられた初期条件のもとでは，英語の旧カリキュラムは，大変よく工夫されていたと
思う。
　80年代後半を思い返すと，1年生の英語必修が3コマというのは明治大学の中では，経営学部だ
けであったと記憶している。1コマはネイティヴ・スピーカーから会話的な授業を受け，残りの2
コマは日本人の教師から訳読の授業を受ける。2年生になると選択必修のコマが2つあり，延べ
30～40人の教師があらかじめシラバスを作成し，それを見て，学生はその中から2コマを選ぶの
である（特定の授業に受講希望者が集中してしまった場合は，抽選を実施した）。教員の人数が多
いので，授業内容は人さまざまであった。エッセイや小説を読む人，会話を中心におこなう人，作
文に集中する人もあれば，ヴィデオ教材を用いる人もいるといった具合である。
　無論，これだけで，英語学習が万全というわけではないが，実際には，学生が希望すれば，必修
の授業の他に，経営学部の中で選択でとれる英語の授業があったし，学部間共通の随意選択外国語
には英会話の授業がレベル別に開かれており，講師もネイティヴ・スピーカーであった。
　さらに，実費こそかかるものの，随意選択外国語の中には，夏期集中講座，春期集中講座があっ
て，やはりネイティヴ・スピーカーから実践的コミュニケーションを学ぶことが出来た（今も，出
来ますよ！）のである。集中講座は2タイプあって，1つは普段の校舎で毎日行うが，もう1つは
山中湖セミナーハウスを用いて合宿をし，24時間英語づけという素晴らしいプログラムが実施さ
れてきたのである。
　以上のことから，学部教育と学部間共通の随意選択外国語によって，やる気のある学生は相当の
ことが学べたと考えてよいであろう。
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IV．旧カリキュラムの問題点
　では，旧カリキュラムには，何の問題点もなかったのであろうか？　残念ながら，そうとは言え
ないであろう。
　しかし，旧カリキュラムの問題点を指摘するまえに，旧カリキュラムの限界はどこから生じてい
るのかをもう一度確認しておこう。旧カリキュラムは，所与の条件のもとでは相当に創意工夫をこ
らしていたのであるが，何と言っても与えられた資源が小さく，人的資源の増加を要求しても拒絶
されたのである。
　なぜ，与えられる資源が小さかったのか？　なぜ，少人数教育が必要だという要求が拒絶されつ
づけたのか？　それは，簡単な話で，学部，大学，理事会，社会が，コミュニケーション能力を重
視した教育，あるいはそういうスキルを持った卒業生を切実には必要としていなかったからである。
　無論職種や業種によっては，必要とされたであろうが，現在と比較すると，その比率がずっと
小さかったのである。
　それが，90年代を通じて，世界，日本社会が大きく変化し，英語の必要性を企業が唱えるよう
になった。時代が変わったのである。
　という時代背景をふまえた上で旧カリキュラムの問題点を3点指摘しておこう。
（1）コミュニケーション能力（特にスピーキングとリスニングのスキル）を習得する時間が少な
　かった。
②　レベル別の指導がなく，英語の得意なものも，苦手なものもいっしょくたのクラス編制をし
　ていたQ
（3）学生にとって，英語能力の到達すべき目標が明示されておらず，学習目標や学習意欲は学生
　の自発性に大きくゆだねられていた。
　以上の3点について，それぞれ説明を加えておこう。
　まず，（1）のコミュニケーション能力をはぐくむ授業が少なかったのは，クラス人数の問題と切っ
ても切り離せない。1クラス50人以上で会話の練習ということをいっても，それは無理である。
欧米では言うまでもないことだが，話を日本にかぎっても，まともな会話学校では英語に限らず，
フランス語であれ，イタリア語であれ，1クラスは10数人までで，10人以下のクラスも多いので
ある。少人数教育の必要性を認めるかどうかを大学当局（理事会）が認めてくれてはじめて，人的
資源が投入でき，まともなコミュニケーションクラスが成立するわけだ。語学にかぎらず，スポー
ツでもスキルを向上させるための教育や訓練で，1人の指導者が指導できる数は限られるし，指導
を受ける人数があまりに多くなってしまえば，一人一人に対する指導の質が低下してしまうのは明
らかである。音楽に関してスキルと言えば，演奏の技術にあたるであろうが，ピアノやヴァイオリ
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ンのお稽古は，特殊な例外をのぞき，1対1である。われわれは，教育の根本は1対1の人間関係
に根ざしたものだ（たとえ実際には，少人数教育といっても，学生が一人などということはほぼあ
りえないのであるが，一人一人との関係性がきわめて重要という意味で）ということを忘れてはな
るまい。
　②のレベル別の学習指導がなされてこなかった，ということは，学習に関する日本における社会
通念が深く関わっていると思う。一言で言えば，平等幻想とでも言うべきものである。すべての学
生は，教育を受ける権利を平等に有する，このことは誰も疑いようがない。しかしながら，それが
拡大解釈されて，同じ学年の学生，同じクラスの学生は，同じ教室で，同じ教科書で学ぶべきだ，
ということになるとおかしなことになってくる。英語のように，中学・高校ですでに6年間，浪人
生の場合は7年以上学んできた教科の場合，入学時点で能力差が非常に大きいことは明白だった。
そのことは，TOEICテストを1年生全員に4月に受けさせてみて，数値的にも確認できた。
TOEICはリーディングとリスニング能力だけをチェックするもので，決して万能なものさしでは
ないが，一つの目安にはなるであろう。そのテストで，700点台をとるものから，200点台のもの
までいるという事実が判明した。これを同じクラスに入れて同一の授業を受けさせるのは，英語の
得意な学生にとっても，苦手な学生にとっても，また，それを担当する教師にとっても不幸なこと
である。それぞれにやる気があったとしても，適切な教材を見出し，適切な指導をするのは，きわ
めて難しい。それなら，習熟度別にした方がずっと合理的である。という考え方のもとに，われわ
れはS，T，　Uクラスを設定した。おおまかな目安は，　SがTOEICのスコア450点以上，　Tが
300～450点，Uが300点以下という具合だ。この数字は，大学や学部によって，適切な数値は変
わるであろうし，われわれとしてもまったく絶対視しているものではない。
　しかしこれまで，何故，習熟度別クラス分けがなされてこなかったのだろう？　それには大きく
わけて2種類の理由があったと考えられる。
　1）　習熟度別クラスが，学生に対する差別と受け取られるのではないかというおそれ
　2）習熟度別クラス編制を実施するための手間暇・コスト
　1）は，社会通念として，平等や差別をどう捉えるか，という問題である。あくまで結果として
の平等を機械的に求めるとするなら，こうしたクラス編制はできない。近年，小中学校でも，たと
えば算数・数学の時間には，習熟度別にクラスを2つに割る，あるいは，2クラスを3つに割ると
いった工夫をし，少人数かつレベル別の指導をして効果をあげている学校があるという。しかし，
こういった指導法はながらくタブー視されていたようである。こういった習熟度別指導法が受け入
れられやすくなったのは，学歴信仰や受験熱が冷めたことともおそらく関係があるであろう。そし
て，個性の重視ということが，不十分ながらも，かつてよりは，社会に浸透したからではないだろ
うか？　個性を重視するのなら，習熟度別どころか，個別指導がもっとも望ましいと考えられるか
らだ。現に，大学レベルでは，イギリスなどはTutorial　Systemで個別の指導をして，効果を発
揮しているわけだからω。
　2）のクラス編制をするための手間暇・コストであるが，入学してきた学生を短期間のうちにク
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ラス編制しなくてはならないわけだから，これはテクニカルな点も重要で，TOEICがマークシー
ト式のテストで，短時間での採点が可能だという技術的な利点がここではものをいう（反面，表現
力などは測れないわけだが……）。また，テストの費用を誰が負担するのか，という問題もある。
TOEIC実施初年度（TOEICがクラス分けに可能かどうかのシミュレーションをするために実施し
た　　得点分布がどのようなものかを知り，どのようなクラス分けが実際に可能かを検討するのに
最上の資料となったことは言うまでもない）は，橋本前学部長が辣腕を発揮され，新入生から受験
料を集めることなしに，実施することが可能になった（リーダーの実行力，交渉力の威力を垣間見
る貴重な経験であった　　この一文，田ロトモロヲ風に朗読してください）。現在では，これは英
語カリキュラムの一部と認知され，実習費から支出されている。学生にとってみれば，大学で受け
たほうが団体割引その他があるので，一回あたりの費用は，個人で受験する場合の半額以下になる。
また，事務方の協力が得られたことも大きな要素である。新学期の始まる忙しい時期にテストを実
施するのは事務方も日程的に大変であったのに，まったく協力的でこれは明治大学の素晴らしいと
ころだ，と声を大にして申し上げたい。学生のため，教育のため，ということになると，どんなこ
とにでも柔軟かつ迅速に対処してくれる。これが国立大学になると，教員と事務方の関係はまった
く異なっていて，新しいことがやりにくい，という話を聞いている。こういう協力体制があるから，
新しい提案もしやすいのである。仮に，新たな制度を導入した場合，すべての手続きや作業を教員
が負担するということになったら，いくら素晴らしい制度でも導入に二の足を踏むであろう。とい
うのも，教員は当然のこととはいえ，授業の準備，研究，論文の執筆等，自分ひとりで黙々とすす
めねばならず，しかも時間のかかる作業があるのだが，大学設置基準の大綱化（規制緩和）以来，
カリキュラム改革，学部の改組をはじめ，委員会活動で忙殺され，研究書を読む時間さえ作るのは
一苦労だという状態が慢性化しているからだ　　これは，実は，短期的にはやむをえないことかも
しれないが，長期的には，教員の研究能力や研究生産性を低下させ，もう間近にせまっている大学
の外部からの評価の際に，大いに不利に働くと憂慮している。明治大学のような一流大学がその地
位を保ち，その評価をさらに高めるためには，教育に力を入れるのと同時に，教員の研究が盛んに
なることが重要なのは，COEに対する世の注目度を見ても明らかなように，言うまでもないと思
う。
　（3）に移ろう。「学生にとって，英語能力の到達すべき目標が明示されておらず，学習目標や学習
意欲は学生の自発性に大きくゆだねられていた」という問題である。これは，英語に限らず言える
ことであるが，具体的な目に見える目標を設定しないと，学生の学習意欲をかきたてにくい，とい
う問題である。学生の自発性に待つというのは，一つの立派な教育方針であると思うが，それがう
まく機能するためには，大学入学時あるいは遅くとも1，2年生の間に自立した精神の持ち主になっ
ていなければならないであろう。本来，大学入学生にそういうことを期待するのは，決して，期待
過剰であるとは思わぬが，現在の小学校（僕は，現在の公立小学校が制度疲労をおこしており，そ
の結果，機能不全に陥っていると考えるものである）（2），中学校，高等学校の果すべき機能が回復
するまで，すべての入学生にそれを期待することは現実的ではないと考えている。
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　というわけで，われわれは非常に明快な数字を用いて，学生が目標を設定できるようにしたので
ある。
　1．毎年TOEICを受ける
　2．　欠席回数にきびしい制限をもうける
　Lは毎年，TOEICを受けることにより，スコア（スコアはリーデングの得点とリスニングの得
点がそれぞれ示され，いわゆるスコアはその合計点である）の変化によって，自分のリーディング
能力およびリスニング能力が，どれくらい向上したかがわかるし，もう少し下世話な話をすれば，
3年生の終りにうけたスコアを携えて就職回りが出来るという利点？　がある。
　2．の出欠であるが，これまでは厳しい先生もいれば，非常にゆるやかな先生もいたのを改め，
無断欠席3回で，成績が1ランク落ち，無断欠席4回以上は不可という方針を定めたのである。こ
れは，たとえばリスニングの練習をとってみるとわかるが，体育実技のような性格を持つ授業なの
であり，出席がきわめて重要視されるというメッセージを学生に発信したつもりである。
　また，1年生の英語は英語1がスピーキング，英語2がリスニング，2年生の英語は英語3がリー
ディングで英語4がライティング（およびリサーチ）と性格づけを鮮明にしたこと，カリキュラム
を組織だてることで，すべての学生が個々の授業の目的を把握しやすくなったと思う。また，卒業
までに最低限どのようなスキルを身につけることが必要であるか理解しやすくなったであろう。
V．新力リキュラムの特徴
新カリキュラムの特徴は，一言でいえば，コミュニケーション能力重視ということである。その
目標に到達させるため，学生の学習意欲に火をつけるきっかけをつくるため，カリキュラム全体と
して様々なしかけをしてある。
①入学時をはじめとしてTOEIC試験をうけること
②習熟度別の少人数クラス編制
③1，2年生だけでなく，1年生から4年生までの一貫した語学プログラム
④厳しい出欠チェック
⑤学生と教員による授業アンケートの実施
⑥IBPプログラムーこれについてはジョンソン氏の稿を参照してほしいが，大きくわけて2
　　つあり，1つは明治大学の学生が北米に行き英語や英語圏の文化を学ぶプログラムであり，も
　　う1つは海外の学生を，われわれが受け入れ，英語をもちいたビジネス関係の講義を日本人の
　　学生とともに受講したり，工場見学に行ったりするというプログラムである。これは厳密に言
　　えば，英語のプログラムではなく，学部全体のプログラムであるが，まさにこういったプログ
　　ラムにこそ，英語教育と専門分野の教育の総合，統合が生じうるであろう。
①のTOEICは，この試験を入学時に受け，求められる能力あるいは今の自分に欠けている能力
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を学生一人一人が自覚することから，出発してほしいということである。本人が学ぶ必要を自覚し，
学ぶ意欲を持たなければ，どんなプログラムも猫に小判となりかねない。
　②の習熟度別のクラス編制については，前述の通り。学生は，われわれの意図を正しく理解して
くれて，当初一部にあったS，T，　Uと分けるとUの学生がコンプレックスを抱いたりしたらどう
しようという心配は，幸い杞憂に終わったようである。むしろ，自分にあったレベルの授業を展開
してくれるという満足感がまさったということだろうか。
　③の1年生から4年生までの一貫したプログラムは，大学設置基準の大綱化によって理念そのも
のは得られ，このたびのカリキュラム改革で，本格的に実践されようとしているものである。設置
基準の一部自由化をうけて，経営学部では，3コース制をしいたのだが，その際に，一般教養と専
門をくさび形にする，ということがしきりに言われた。つまり，1，2年生のうちから，専門教育
を開始するし，3，4年生になっても一般教養を学ぶということであった。語学に関しては，1，2
年生は必修課目であるからよいものの，3，4年生になって選択課目になってしまうと，実際にそ
れを習得する学生数は，がくんと減ってしまうのが実情であった。また，随意選択外国語も，経営
学部の場合，卒業要件の単位として認められないために，学生が積極的に取ろうとしないのであっ
た。
　新カリキュラムでは，これまで3年で必須であった外書購読が，一種の発展解消をし，外書購読
もしくはBusiness　PresentationもしくはBusiness　Englishの選択必修となった。3つの中から1
つを選ぶわけだが，Business　PresentationやBusiness　Englishを選んだ学生にとって，それが
卒業要件の単位として認められる点が，これまでと大きく異なる点であり，新カリキュラムの学生
が3年生になるのは，2004年度からであるが，この新たな措置により，3年生，4年生で英語学習
を継続する学生が飛躍的に増加することが期待されるのである。単に英語学習を継続するだけでな
く，1，2年生での学習成果を踏まえて，Businessと直接的に深く関わり，プレゼンテーションな
どを学ぶのであるから，英語学習に専門教育との連関する要素が濃くなった課目であると言えよう。
この課目については，井氏の稿を参照していただければ幸いである。
　④の厳しい出欠のチェックについては，既に述べた通りで，4回無断欠席でアウトという明解な
基準を設けた。
　⑤の学生と教員による授業アンケートについては後述するが，これは通常の授業評価と異なる新
しいコンセプトなのである。授業は，教師が学生に一方的に供給する教育サービスではなく，教員
と学生による共同作業であるというコンセプトにもとづき，学生と教員双方に，授業およびカリキュ
ラムに対するアンケートを実施するという考え方である。
VI．　VIDEO　ENGLISHについて
ここでは，1年生の英語の新企画であるVideo　Englishの設立意図について述べよう。
1年生の英語について，新カリキュラムでは，英語1がスピーキング中心，英語2がリスニング
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中心ということは述べた。
　旧カリキュラムでは，1コマはネイティヴ・スピーカーが担当していたので，英語1はそれをほ
ぼ踏襲したものと言ってよい。ただし，旧カリキュラムでは，1年生の必修2コマ（設置基準大綱
化の後，経営学部が3コース制に移行したさいに，何故か，1年生の必修コマ数が3から2に減ら
されてしまったのである）のうち，日本人教員が担当していた1コマの多くが訳読中心の授業展開
であったために，ネイティヴ・スピーカーの授業がスピーキング中心なのかリスニング中心なのか，
性格が曖昧で，力点をどちらに置くかは授業担当者にゆだねられていたように思う。
　今回の改革では，
　（1＞1年生の英語は，必修の2コマでそれぞれスピーキングとリスニングを鍛える。
　（2）訳読は原則としてやらない。
　③　英語を実際に用いるアクティヴィティを増加させる。
　という方針が打ち立てられた。
　リスニングとスピーキングを分けたことにより，英語1の性格もより明確になったと思う。スピー
キング中心で，簡単な作文を時々書くというものである。
　劇的に変わったのは，英語2である。即ち，Video　Englishの方で，そちらについてもう少し詳
しく説明しよう。
　1で述べたように90年代を通じて世界，日本は大きく変わった。学生は時代の変化には敏感で
ある。ぼくは，不定期ながら，学生に経営学部の英語のカリキュラムに対する要望を書いてもらっ
ていた。学生の不満の筆頭は，訳読に向けられ，もっと会話的要素の強い授業をやってほしいとい
う要望が多かった。2年生の選択英語で，ヴィデオ教材を使用してみると学生は興味を示した。
　しかも90年代になって，ヴィデオ教材の質がどんどん良くなり，使い勝手のよい教材，教科書
が内外の教科書会社によって開発されていったのである。
　（i）　ヴィデオ教材の変化
　80年代に手にはいるヴィデオ教材は，語学学習のコンセプトが今から見ると古くさいものも多
かった。
　ここでざっとヴィデオ教材の変遷を振り返ってみると，80年代には大きくいって2種類のヴィ
デオ教材があった。1つは，ネイティヴ・スピーカーが不自然なまでにゆっくりと標準語をしゃべ
るもの。これは，外国人にとっての英語の聴き取りにくさがどこにあるかを理解していないだけで
なく，こんなものに慣れてもナチュラル・スピードで話かけられたらお手上げとなるであろう，と
いう類のものであった。もう1つは，現在では，ヴィデオ教材に分類するのもためらわれるが，
BBCなどのテレビ番組（教養的な番組）で評判の高かったものを教材にしたもので，画面がつい
ているエッセイといったもので，ケネス・クラークのCivilizationなどがあった。内容的には，非
常に興味深く，良質な番組であるが，しかし，これはもともと教材用につくられたものではない。
こうしたものの場合，教科書をどういった構成にして，どういうquestionやtaskを作成するか
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が問題であるが，そういった配慮の行き届いた教科書は見当たらなかった。
　当時，画期的だったのは，BBCを筆頭にヨーロッパのテレビ局が共同でつくったFollow　Meで
ある（同名の映画があるが，こちらは映画ではなく，れっきとした外国人向けの教材である）。1
回分が15分の番組で，それが全部で60本あった。この教材は，俳優たちがスタジオでスキットを
演じている部分は，ナチュラル・スピードで，きわめて明晰に発音されている。それにところどこ
ろ，街角でのインタビュー（その課で習ったエクスプレッションが含まれたもの）が入るのである
が，こちらは極端な方言こそないものの，単語と単語のつながりなどが自然で，学生にとっては聴
き取りがむつかしいものであった。つまり，俳優やアナウンサーの話す模範的，規範的発音と，一
般の人がしゃべっているごく普通の発音の両方に接するように仕向けられていたのである。1つの
番組で，ある構文や文法事項を，スキットを用いて文脈が与えられて学ぶことができるもので，当
時としては非常にすぐれたものであったと思う。何年か前に，中国のテレビ局でこれを放送してい
ると聞いた。
　その後の大きな変化としては，スキットの中に，英語を母語としない人が出てくるようになった
ことである。つまり，英語を実際の世界で話す人は，英米人だけではない。必要に応じて，イタリ
ア人やドイツ人もなまりのある英語を話すし，フィリピン人も日本人もそれぞれになまりのある英
語を話すわけである。スキットに出てくる英米人以外の人がなまりのある英語を話す，それを当然
のこととして組み込んだ教材が増えたのである。これは経済のグローバル化，英語というコミュニ
ケーションの道具が以前にもましてグローバル化したことと，それを英米人が認識したことの現れ
であろう。
　（li）　ヴィデオ教材の意義
　リスニング教材としてならば，カセットテープ（あるいはCD，　MD）を用いた教材でも優れたも
のはあるのだが，ヴィデオ教材に限定したのは何故か？
　主な理由は2つ。
　1）　学生の興味が持続しやすい
　2）　リスニングの素材としてだけでなく，cultureを学ぶ素材として優れている
　1）は言うまでもないことかもしれないが，現代文化はテレビが支配的な地位をしめている。あ
るいは，テレビの影響力は計り知れないほど大きい。学生はそういう中で育ってきている。だから，
活字情報の解読能力は以前の世代に若干見劣りがするかもしれないが，映像情報の読み取りは，先
行世代より明らかに優っていると思われる。活字だけでは集中力が持続しない学生も，映像つきな
らある程度集中力が持つということもある。というわけで，彼らの得意なメディアを使わない手は
ない。
　2）は，教材に含まれる情報が，音声だけよりは，映像が入っているほうが，英語圏の文化ある
いは英米人のカルチャーを学びやすいわけである。映像から，学べるものは多い。町並みや家の中
の家具や欧米人の立ち居振舞い，ジェスチャー等々。たとえば，挨拶のときにどのような表情で，
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どんなしぐさをしているかは映像で確認するのがわかり易いし，たとえば怒っている場合，嘆く場
合，驚いた場合，喜ぶ場合にはどんなしぐさ，どんな表情をしているのか，といったことも映像が
あった方がずっとわかりやすいのである。
　また，1年の英語を担当している教員は専任教員はごく一部である。大多数は兼任の先生方が御
担当くださっている。専任教員以外の方々に，新カリキュラムの中身と方向性を御理解いただかな
ければ，新カリキュラムと言ったって，画に描いた餅に終わりかねない。これまでの訳読中心であっ
た授業からの思い切った変化を身体でまるごと感じ取っていただくためにもヴィデオ教材は適切な
ものと考えた次第である。ネイティヴの教員も日本人の教員もそうであるが，兼任の先生方は，明
治の経営学部でだけ教えている方は皆無か皆無に近い。優秀な教員は引く手あまたで，明治の他学
部や他大学でも教えておられるわけで，我が学部の新カリキュラムはこうですと一度，二度ご説明
申し上げても，場合によっては，他学部や他大学も新カリキュラムを始めており，ややこしい事態
になりかねない。それより，教材を扱うたびに，今までの活字だけ，あるいは活字と写真のテクス
トから，ヴィデオ＋教科書になれば，新カリキュラムに変わったこと，新カリキュラムの方向性を
毎回の授業で強く認識していただけることは疑いないと考えたのである。
VII．新カリキュラムの課題
　こうして，多くの人々のご協力を得て，走りだした新カリキュラムだが，これで十分，と僕らは
考えているわけではない。
　課題は主に2つある。
　（i）カリキュラムの見直し，フィードバック
　（li）　教養教育の再構築
　　まず，（i）のカリキュラムの見直しであるが，前述のような改革が単なる自己満足や，改革の
ための改革に終わらぬための工夫が，実は仕掛けてある。
　1）　学生へのアンケート（実施ずみ）
　2）　教員へのアンケート（実施予定）
　1）は，学生に授業およびカリキュラムに関するアンケートを実施し，授業およびカリキュラム
への満足度，要望を知り，それを現在実施中の新カリキュラムにフィードバックするための手段だ。
　2）は，1）と並行して実施すべきものと考えているが，他大学で実施されているという例を聞か
ぬのでコンセプトについて説明する。授業の実際は，学生と教師の共同作業であるのだから，学生
にだけアンケートをとるのでは，一方的であり十分とは言えぬだろう。教員に対してもアンケート
をとり，授業における工夫（どういった工夫が効果的だったかという成功例だけでなく，どういっ
たものは，うまく機能しなかったかといった失敗例も貴重な情報であろう）に関する情報を共有し，
カリキュラムへの意見を出し合うといったことも重要な作業であり，フィードバックであると考え
ている。カリキュラムを作成するのは，専任教員であるが，それを授業で実施するのは，専任教員
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と兼任教員であり，人数やコマ数からすれば，後者によるものの比率の方がずっと大きいのである。
だから，専任教員め場合，授業を実施するというのは職務の一部であり，カリキュラムのマネージ
メントを遂行する責務を負っているのだし，授業担当者および学生の双方の意見に真摯に耳を傾け，
カリキュラムをより良いものにしていく責任があるのだと考えている。
　（li）の教養教育の再構築については，よりじっくりと考える必要があろう。かつては英語の教材
の中で，文学的な素材（小説や演劇）や著名作家のエッセイなどを精読するといった授業が多くあっ
た。そこには，中身の濃い，じっくりと考えさせる素材を読み込むことが語学教育と同時に教養教
育の一部を担っているのだという暗黙の了解があったと思う。その考え方は，決して間違っていた
とは思わないし，そういった教育方法には，そういった教育方法なりのメリットがあったことも事
実だ。ただ，そういった精読では養成しがたいスキル（具体的にはスピーキング，リスニング，ラ
イティング）があり，そういったスキルへの社会の要請が従来より強まった結果，従来のカリキュ
ラムの有効性が低まったのである。
　ただし，新カリキュラムがスキル中心になったからといって，いわゆる教養教育が無用になった
かと言えば，そんなことはまったくない。むしろ，これからは，語学の中に，曖昧にスキル習得と
教養教育が融合しているのではなく，スキルはスキルとして学び，それとは独立して教養教育を実
施していく必要が一層高まったと言えるのである。人間力，教養がなければ，コミュニケーション
の手段があったところで，何をか伝えん，というものだ。
　21世紀に求められる教養とは何か？　それは新カリキュラムの理念と無縁ではなく，自分で感
じ，考え，それを他者に伝えていく力が含まれるだろう。そして，自分で感じ，考えていく際に，
先人の考えや感じ方，自分と異なった文化圏の人間の感じ方や考え方を知ることがどれほど参考に
なるかは言うまでもあるまい。
　ここから先は，英語のカリキュラムをはみ出す話なので，最小限にとどめるが，卒業までに，
　①世界観をもつ
　②　生活観をもつ
　ということが最低限あってよいと思う。①について言えば，現代の世界がどうなっているのか，
政治，経済，文化の面から様々なアプローチがありうる。②は，例えば，ほんとうに豊かな生活っ
てどういうものだろう，といったことを考えてみる授業があってよい。さらに，まったく個人的な
趣味を言えば，僕はこれまでの教養教育があまりに文学に偏り（文学に親しむのが悪いというので
は決してありませんよ！），視覚的な教育（映画や絵画，建築，デザイン），聴覚的な教育（音楽）
が欠落していると思う。わが学部の特性を考慮にいれれば，文化と経営（マネジメント）といった
総合講座などがあってもよいであろう。
　学生の興味をかきたてるテーマ，学生が参加し，考え，調べ，発表するという形態の組み合わせ
が鍵ではないかと考えているが，話が拡がりすぎるので，このへんで筆を欄く，というか，キーボー
ドから離れることにしよう。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈註〉
（1）　ジョージ・ヒューズ著，平石貴樹・玉井　瞳訳「ハーンの轍の中で」（2002年，研究社）pp．39－50
　　を一例として挙げておこう。
（2）辻昌宏「イタリアの小学校における自己表現能力の育成と個性化のためのコスト」『日伊文化研究』
　　第40号，2002年3月，を参照していただければ幸いである。イタリアの小学校が健全に機能している
　　理由を1．少人数クラス　2．複数担任制　3．「個別指導」というコンセプトなどに探り，日本の公立小
　　学校の制度的問題点を明らかにした（つもりの）ものである。
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